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租

の

不

公

平

可

能

紳

戸

正

ま佳

緒
百
(
一
本
論
白
目
的
二
本
論
の
錨
困
)

第
一
段
牽
帳
制
定
常
時
に
於
て
存
す
る
不
公
平
可
能
(
け
害
調
的
に
硯
て
川
本
質
上
川
平
均
的
牧
往
に
耐
り
貨
際
笠
宮
曲
ら
ざ
る
こ
と
何
生
産

賓
の
考
慮
不
十
分
な
る
こ
と
B
賀
行
上
け
決
定
悦
局
者
白
人
目
黒
る
潟

?ο
決
定
白
時
の
呉
る
震
め
は
人
自
主
抑
的
不
公
平
白
話
め
ニ
主
調
的
に

(

(

(

 

破
て

A
義
務
者
田
舎
所
得
の
大
小
不
考
慮
B
義
勤
者
白
負
債
其
他
白
人
的
事
情
不
考
慮
仁
義
務
者
の
人
的
方
に
よ
る
平
均
以
上

X
は
以
下
山
牧
盆

の
不
考
慮
)

)

)

)

 

第

二

段

時

D
経
過
と
共
に
生
干
る
不
公
平
可
能
士
一
豊
帳
地
償
、
税
車
共
に
不
動
の
場
合
以
不
公
平
由
表
現
形
式

lv見
地
方
聞
は
刊
異
種
土
地
由
晴

)

)

)

j

)

)

 

は
奥
地
片
町
一
悶
B
不
公
平
白
原
向
い
一
般
的
白
原
図
る
特
味
的
原
岡
I
技
術
上
の
新
興
象
2
新
交
迦
路
白
壁
達
3
年
の
豊
凶
其
他
天
器
地
異
4
倒

柏
町
推
移
5
土
地
貸
借
者
間
俸
の
紛
争
二
盗
帳
地
僧
鎚
更
の
場
合
三
枯
車
引
上
白
場
合
)

)

)

)

 

第
二
段
他
和
と
由
闘
係
ょ
に
生
ず
る
不
公
平
可
能
(
ト
附
加
駒
山
局
品
仁
仙
の
牧
骨
柑
と
-
叩
闘
儒
上
九
山
部
税
標
準
決
定
の
時
白
契
る
勾
め
何
回
鞠
噛

捕
拠
瞳
品
目
需
品
川
…
其
他
一
般
に
地
租
ー
と
他
笠
嘉
と
回
向
に
向
街
あ
る
仕
組
を
作
る
と
と
目
困
難
の
舗
品
)

(
金
文
白
要
旨
)

結
論

緒

三三Zア
仁3

此
に
地
租
の
不
会
卒
Z
題
す
る
が
、
其
の
地
租
に
も
閏
よ
b
色
々
の
仕
組
が
存
し
得
る
所
で
あ
り
、
詳

L
〈
い

論

設

地
租
白
不
公
平
可
能

第
十
九
巷

(
第
四
貌

) 

四
八
七



諭

叢

地
祖
白
弔
A
M
苧
可
桔

四
八
八

第
十
九
各

(
第
四
腕

) 

へ
ば
共
等
の
も
の
、
一
々
に
就
い
て
設
か
な
〈
て
な
ら
ぬ
け
れ
げ
と
も
、
園
の
地
租
芭
し
て
は
自
ら
務
郊
の
地
租

ω

如
〈
に
吉
宮
帳
地
僚
に
依
る
も
の

Z
な
る
の
外
な
〈
、
然
る
さ
き
は
自
ら
色
々
の
不
奈
卒
を
件
ふ
の
を
兎
れ
凶
こ
ご

つ
ま
り
犯
は
慈
に
園
の
地
割
明
言
し
て
自
然
的
な
る
其
地
租
に
於
け
る
不
R

公
平
に
つ
い
て
設
か

う
ご
思
ふ
。
若
し
て
地
租
が
比
較
的
に
会
卒
芭
な
り
得
る
の
は
近
賃
制
で
あ
っ
て
、
而
か
も
其
が
地
方
税
に
て
行

、
な
る
所
で
あ
る
。

は
れ
易
〈
、
国
税
ピ

L
て
は
行
は
れ
難
き
も
の
で
ゐ
る
o

此
勅
に
於
て
地
租
は
地
租
ご
し
て
は
本
来
、
地
方
税
た

る
に
遇
す
る
も
の
だ
ご
い
ム
こ
三
に
な
る
。
北
(
勤
は
官

Hτ
も
説
い
た
か
ら
今
重
ね
て
設
か
十
吉
し
て
、
官
官
帳
的
僚

に
依
る
園
の
地
租
の
不
会
卒
に
つ

ν
て
は
(
註
ご
前
に
も
説
い
た
こ
芭
が
ゐ
る
が
、
其
は
簡
に
過
ぎ
一
1
、
未
ピ
輩

さ
wv

る
も
の
あ
り
し
の
故
に
、
此
に
夏
め
て
詳
し
く
設
き
直
き
う
ご
思
ふ
の
で
ゐ
る
。

(
語
-
)

斯
(
て
此
蓋
幌
地
償
に
依
る
地
租
由
不
佐
平
と
い
ふ
こ
と
は
其
}
大
冊
献
と
い
ふ
ベ
き
だ
が
、
併
し
反
而
に
牧
み
白
続
賞
作
、
和
軸
消
却

の
作
用
、
随
ふ
て
負
指
の
比
較
的
瞳
品
な
る
こ
之
の
如
き
長
所
も
之
あ
る
こ
と
は
且
逃
が
し
て
は
な
ら
ぬ
。

そ
[
ず
一
此
説
明

ω範
固
に
つ
レ
て
諌
め
一
言
の
断
・
り
を
潟
さ
な
〈
て
な
ら
ぬ
こ
ご
は
、
康
〈
此
毒
帳
地
問
慣
に
依

る
地
租
の
不
公
平
可
龍
ご
い
へ
ば
、
其
時
嫁
可
能
り
掛
川
め
に
生
や
る
不
公
卒
可
能
(
註
二
)
並
に
経
済
政
策
上
産
業

奨
闘
の
漣
旨
に
出
づ
る
兎
税
(
詮
三
)
の
怨
め
に
生
宇
る
不
義
卒
可
能
己
い
ふ
こ
ご
も
あ
る
が
、
此
等
は
地
租
其
も

の
に
件
ム
て
生
十
べ
き
の
不
公
平
で
あ
っ
て
、
芸
課
税
方
法
の
稀
類
の
如
何
に
は
関
係
な
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、

妓
に
は
准
だ
其
存
在

L
得
る
ニ
ご
の
み
を
注
意
し
て
、
敢
て
芸
詳
細
を
設
が
ぬ
で
ゐ

ι一う
o

相1若冒租祇研究、三巻、 264-5
拙著、租税研究、一容、 200

拙者、租税研究、五巻、同9.以下、
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ヲ
グ
ナ
ー
は
、
ひ
ろ
〈
牧
畳
揖
は
醐
押
嫁
論
。
卿
察
鮎
よ

nJ
の
錯
雑
、
並
に
輔
嫁
過
程
白
計
算
困
難
、
往
々
に
し
て
其
長

f
不
能
な
る
と
と

白
盛
品
に
提
は
し
き
も
り
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

(
臨
二
)

ハ
リ
ュ
ー
は
、
立
法
者
が
建
築
及
向
墾
白
却
を
一
見
事
貨
を
奨
闘
し
ゃ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
彼
um
之
を
一
時
的
の
莞
袖
に
依
っ
て
行
ふ

た
と
い
ふ
て
居
る
d

我
邦
白
地
租
保
例
第
十
六
僚
の
如
し
。

(
陸
亘
)

第
一
段

塞
帳
制
定
雷
時
に
於
て
存
す
る
不
公
平
可
能

牽
帳
仁
基
〈
の
地
租
は
時
の
後
退
に
依
り
て
盆
ャ
不
公
卒
に
な
る
が
、
主
円
な
ら
ば
ま
芯
拠
す
ぺ
し
、
既
仁
其
制

定
の
初
め
か
ら
し
て
不
公
平
行
正
い
ふ
に
至
T
は
恕
す
べ
か
ら
ざ
る
の
弱
黙
を
有
つ
ご
い
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ

(
註
四
)
0

ハ
ヲ
ュ
ー
は
、
英
園
田
地
租
が
剤
品
。
課
栂
棋
準
。
不
完
全
よ
り
生

F
る
分
間
町
非
常
な
る
不
公
平
白
斜
め
に
、
盛
な
る
攻
撃
を
畏
け
た

〉

と
い
ふ
が

d

其
は
其
他
白
図
。
其
に
も
首
る
と
と
で
あ
る
。

{
控
四
)

一
-
客
観
的
し
抑
制
て

1
l租
枇
は
本
来
す
、
へ
て
之
を
納
税
義
務
者
の
圭
凱
か
ら
見
て
評
し
な
〈
て
な
ら
自
が
、
此
地

租
が
物
税
で
あ
る
が
矯
め
に
、
必
然
に
主
観
的
観
察
よ
り
し
て
の
弱
勤
を
有
つ
か
ら
、
之
は
暫
ら
〈
措
〈
ご
し

て
、
先
つ
之
を
客
観
的
に
見
る
ご
し

τも、

A
本
質
上

1
i
い
此
毒
帳
地
僚
が
平
均
的
牧
盆
又
は
牧
盆
能
力
を
見
て
居
る
の
で
(
註
五
)
、
其
の
角
的
既
に
塞
帳

制
定
の
時
に
於
け
る
寅
際
の
吉
も
一
致
し
な
い
(
空
ハ
)
C

完
全
に

E
確
な
も
の
で
は
な
い
ご
い
ふ
こ
ご
を
兎
れ
な

論

叢

地
租
白
不
公
平
可
桔

四
人
九

(
第
四
焼

第
十
九
巻

」

Wagner， Fw. 2 Au自 11.s. 37上
Parieu， Traite des impots. 2 ed. 1. p. 280. 
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論

議

(
第
四
腕

四

四
九

O

地
租
白
不
公
平
可
能

第
十
九
巻

ぃ
。
其
賢
際
牧
盆
に
於
け
る
人
的
一
苅
素
を
別
芭
仁
て
も
、
物
的
に
も
賞
際
ご
離
れ
た
も
の
で
あ
る
o

其
時
の
自
然

的
及
一
枇
曾
的
援
化
に
よ

b
t
生
?
る
牧
盆
の
寅
際
的
援
化
は
現
は
れ
て
居
ら
旧
制
(
註
七
三
其
も
土
地
の
積
類
に
よ
り

て
主
(
時
現
化
の
受
け
方
が
田
去
る
が
、
主
(
を
各
碕
の
土
地
に
つ
い
て
遁
営
じ
考
慮
し
て
も
居
ら
な
い
。
例
之
、
市
場
債

格
の
麓
化
に
よ
る
牧
盆
の
稜
化
の
如
き
は
土
地
の
積
類
に
よ
り
て
大
に
違
う
。
詳
し
〈
い
ふ
ご
米
の
如
〈
煩
格
動

格
の
甚
し
き
物
に
関
す
る
田
地
芝
、
捕
の
如
く
贋
格
の
略
ば
一
定
し
た
物
に
関
す
る
披
田
吉
、
地
代
家
賃
の
如
〈

勤
務
大
な
ら
守
し
て
む
し
λ
順
次
騰
貴
の
一
方
に
あ
る
物
に
関
す
る
宅
地
さ
の
問
に
牧
盆
の
織
化
に
つ
き
非
常
な

差
異
が
あ
る
が
、
此
等
を
精
密
に
考
慮
し
て
相
互
の
間
に
異
に
公
卒
な
る
関
係
を
得
ゼ
し
か
る
こ
さ
は
難
い
(
註
λ
}
O

ろ
叉
同
種
土
地
Z
し
て
も
、
生
産
費
の
入
れ
方
は
土
地
に
よ
り
て
非
常
に
異
る
寄
与
。
然
る
に
も
拘
ら
争
牽
帳
地

債
の
基
礎
ご
な
る
股
盆
に
て
は
生
産
費
の
考
慮
が
不
十
分
で
あ
っ

τ、
抽
拙
牧
盆
hr
又
は
総
牧
径
百
純
牧
盆
芭
の
中

間
物
か
に
依
る
が
矯
め
に
不
必
卒
な
も
の
正
な
る
を
兎
れ
な
い
。
純
牧
盆
に
費
し
て
は
不
公
卒
な
も
の
ご
い
ふ
-
』

さ
に
な
る
(
註
一
O
)
。

ザ
ム
霊
に
つ
い
て
ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
脱
盆
枕
白
金
き
方
言
、

Z
2に
作
立
、
外
形
撃
に
依
る
の
輯
桔
だ
と
忽
L
、
d

ラ
フ
エ
ル
一
ア
ス
も
、
牧
佳
世
田
主
怯
貼
は
、
此
に
て
寅
際
牝
盆
が
考
察
に
車
ら
れ
な
い
で
、
車
に
平
均
的
牧
盆
が
考
察
に
引
か
る
込
と
主
に
あ
mり

と
怨
す
。

2
地
租
に
つ

V
て
位
、
シ
ェ
フ
レ
}
位
、
土
地
由
貿
際
収
益
位
、
地
租
白
標
準
と
な
る
所
白
平
均
的
肱
盆
'
と
は
、
粧
管
方
法
、
組
管
烈
度
、
備
格

成
曜
の
異
る
に
随
ワ
て
屡
々
豆
大
に
異
る
。
今
日
目
農
業
由
経
替
及
信
用
烈
度
に
於
て
地
租
仕
平
等
原
則
を
大
に
唖
る
。
何
兵
一
な
れ
ば
此
が
寅
際

(
F
E
)
 

Bela Fυluヒ:)， Fw. S. 356 Heckel， E'.v. 1. S. 33J. 7) 



の
純
肱
盆
、
況
や
純
即
符

隠
ふ
て
其
固
有
の
物
値
を
、
租
税
技
術
上
其
白
何
れ
の
形
式
に
で
も
捕
捉
し
な
い
か
ら
と
い
ひ
、
コ
ン
ラ
ー
ド
も
、

土
地
牧
盆
耽
で
は
、
士
地
白
告
昨
山
口
純
肱
盆
を
靴
如
し
中
ら
と
せ
ず
し
て
、
翻
念
同
白
平
均
収
益
在
確
如
L
ゃ
う
と
す
と
漏
し
、
グ
ル
ン
ツ
エ
ル

も
、
地
租
て
は
寅
際
旧
年
々
動
揺
す
る
肱
盆
が
計
算
せ
ら
れ
な
い
で
、
或
M

円
形
標
準
か
ら
平
均
的
中
間
的
牧
盆
能
力
が
計
算
せ
ら
る
と
お
し
、
ベ

ラ

ア

エ

ル

デ

ス

は

、

地

租

の

続

源

は

平

均

的

牧

誌

だ

と

さ

へ

い

ふ

て

居

る

凶

・

(
註
六
)

ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
牧
盆
枕
に
世
け
る
蓋
艇
の
担
鑑
、
又
は
租
桔
官
臨
V
A

は
委
員
令
白
評
定
が
常
に
多
山
勺
寅
際
と
は
晃
る
と
明
言
し
て
居
る

A
v

f
l
リ
ュ
ー
は
、
天
災
又
ほ
工
業
的
健
明
(
例
之
、
人
工
染
料
白
髭
明
白
如
き
)
が
、
念
激
に
土
地
の
純
牧
住
及
其
豆
買
仰
を
半
分
だ
け
滅

(
註
七
)

市
ザ
ナ
る
を
得
ペ
〈
、
四
分
三
を
減
伊
す
る
を
得
ペ

L
'と
い
ひ
、
エ

t
eへ
ル
ヒ
は
征
合
的
事
情
、
景
気
が
往
々
に
し
て
牧
益
の
ょ
に
大
影
響
を
有
す

と
絹

L
、
グ
ル
ン
ツ
Z

ル
は
、
指
桔
者
自
給
付
能
力
の
損
害
を
志
昧
す
る
所
の
箇
々
の
事
情
例
之
、
天
災
、
又
は
念
蹴
な
る
市
揖
密
化
へ
の
考

。

慮
が
止
め
ら
る
-
A

と
鴻
す
。

(
註
八
)

詳
し
〈
い
ふ
と
、
盛
岡
田
如
き
に
て
は
、
賀
際
牧
揖
1

乙
標
準
、
と
な
れ
る
平
均
牧
症
と
由
差
異
最
中

J

〈
、
米
回
目
如
き
で
は
、
費
際
収
盆
が

瓦
均
肱
盆
よ
り
も
多
い
こ
司
と
も
あ
り
得
る
が
、
少
い
こ
と
り
危
険
が
あ
り
、
宅
地
に
て
は
寅
際
肱
読
が
、
過
去
の
酎
年
の
平
均
牧
盆
た
る
も
白
よ

り
は
大
瞳
多
〈
な
る
可
能
が
大
い

0
9〈
と
も
此
貼
か
ら
い
ふ

ι
、
団
地
を
比
較
的
聴
く
、
盛
岡
は
之
よ
り
も
柑
重
〈
、
宅
地
最
重
〈
課
す
べ
き

も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
き
て
之
を
寅
現
ず
る
の
方
法
は
之
を
且
出
す
白
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
誌
九
)

ワ
グ
ナ

1
は
、
土
地
白
謀
拾
す
べ
き
農
業
的
純
牧
益
位
、
農
業
的
組
皆
方
法

と
伺

L
、
ポ
I
U
J

ユ
ー
も
、
農
業
が
話
拍
ば
匙
む
ほ
ど
、
糟
牧
躍
に
謝
す
る
純
肱
盆
心
割
合
は
誠
山
ザ
す
と
い
ひ
、
バ
リ
ュ
ー
も
、
二
人
の
納
秘
義

務
者
心
得
た
所
由
同
断
聞
の
純
牧
盆
は
、
彼
等
白
鵠
め
に
同
一
の
給
付
能
力
を
一
市
さ
ぬ
と
い
ふ
て
居
る
ω

交
誼
及
販
路
事
情
等
に
土
っ
て
非
常
に
鼻
り
た
る
も
白
だ

(睦

-
O
)

へ
ツ
ケ
ル
は
、
牧
貸
紛
で
は
、
牧
桂
一
掠
の
純
牧
症
で
な
く
て
、
純
牧
径
と
糟
牧
徒
主
の
中
間
物
が
課
暗
せ
ら
る
込
山
が
通
例
だ
と
錯

し
、
エ

1
4
ル
ヒ
も
、
牧
誼
枕
に
於
て
、
可
な
り
大
な
不
公
平
出
生
産
費
の
不
考
慮
に
依
り
て
生
ず
と
鵠

L
、
地
租
に
て
は
、
純
牧
盆
の
品
川
り
に
.

佐
々
に

L
て
総
収
益
、
又
は
松
山
札
盆
と
純
牧
抗
と
の
中
間
物
が
基
礎
忙
置
か
る
、
る
と
い
ひ
、
グ
ル
ン
ツ
エ
ル
も
、
地
税
に
於
て
、
往
々
に
し
て
土

地
の
綿
杭
盆
が
標
串
と
し
て
選
ま
る
与
。
そ
し
て
一
目
不
公
平
針
生
干
る
。
何
と
な
れ
ば
生
産
費
を
除
き
た
る
牧
舗
の
割
合
は
、
土
地
白
性
質
且

論

叢

(
第
四
腕

凹

ブL

地
租
白
不
公
平
可
能

第
十
九
巻

五

日chaffie，Steuern‘日 T. S. I7I. 172. Conrad，上w
Gruntzel， Fw. S. 57. Bela Foldes， a. a. O. S. 396 
Heck.eL a. a. Q. S. 33I 
Beaulieu， Traite de la science des日nanCe5. 5 ~d. !. p. 313. Eheberg， 
Fw. 18 & 19 Aull S. 2匂 Gruntzel，8. a. 0-. S_ 52 
W<igner， a_ a. O. S. 537- Beilulieu， 1. c. p_ 3II. Parieu， 1. c. p. 257. 
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論

議

四
九

地
租
白
不
八
世
平
可
能

第
十
九
巻

」，、
) 

(
第
四
貌

〉Z
 

地
位
に
よ
っ
て
大
に
異
る
か
ら
と
い
ふ
て
居
る
。

B
賓
行
上
|
|
右
は
肇
帳
制
の
本
質
上
、
殆
ん
ど
避
け
ら
れ
な
い
扶
勤
で
あ
る
が
、
背
部
に
瓦
ら
に
其
貫
行
上
に

於
て
避
げ
や
う
ご
す
れ
ば
避
け
ら
れ
ぬ
こ
さ
は
な
い
け
れ
ど
も
、
事
費
、
避
〈
る
こ
こ
の
よ
ハ
っ
か
し
〈
、
通
例
之

心
件
ム
所
の
侠
酔
闘
が
ゐ
る
。
其
は
第
一
に
は

い
各
地
の
豪
快
地
積
決
定
の
局
に
嘗
る
人
の
異
る
が
縛
め
口
、
其
各
地
の
地
慣
に
多
少
の
不
公
卒
を
生
す
る

=
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
勿
論
、
此
が
制
定
に
つ
い
い
て
の
一
般
的
標
準
は
示
古
る
、
で
は
ゐ
ら
う
が
、
異
ム
リ
た
る
人

に
よ
・
り
て
行
は
る
、
以
上
は
自
ら
此
悶
に
多
少
異
っ
た
手
加
減
の
加
は
る
品
川
地
が
生
宇
る
で
あ
ら
う
し
.
叉
企
図

に
亘

Z
数
多
雪
地
片
に
つ
い
て
同
一
人
が
局
に
嘗
る
ニ
芭
は
到
底
出
来
な
い
こ
ご
で
、
勢
ひ
数
多
の
人
夫
は
数
多

の
人
の
闇
瞳
に
よ
っ

τ行
は
る
、
の
外
な
い
で
ゐ
ら
う
(
註
二
)
O

だ
か
ら
し
て
各
地
に
於
り
る
卒
均
的
牧
盆
ご
い

ひ
、
之
を
基
礎
ご
し
た
冊
目
格
古
い
ひ
、
多
少
の
不
必
卒
ご
な
る
を
免
れ
な
い
。
本
来
同
等
な
る
べ
き
土
地
も
不
均

等
な
る
負
擦
を
負
は
さ
る
、
.
】

Z
、
な
る
を
見
れ
な
い
。

ク
ヲ
イ
ン
ウ
エ
ヒ
タ
ー
は
、
純
牧
誌
が
到
る
駐
に
同
一
原
則
に
よ
ワ
て
計
算
骨
ら
る
べ
き
と
き
に
は
、
援
格
に
い
へ
ば
喉
だ
軍
一
四
委

員
舎
の
み
が
任
命
せ
ら
れ
、
其
が
胴
衣
、
長
岡
家
匝
臨
に
亘
っ
て
塞
脳
附
け
る
ζ

と

h
t
る
ベ
き
で
あ
る
(
此
が
塊
闘
に
て
フ
ラ
ン
ク
一
世
白
時

に
行
は
れ
、
其
が
長
〈
か
L

り
、
宜
十
年
後
に
漸
〈
金
閣
家
師
域
の
一
ニ
分
ニ
が
甚
腕
附
け
ら
る
λ

に
止
ま
り
、
而
か
も
結
果
は
非
常
に
不
公
平
で

(
註
-
-
)

あ
っ
た
)
。

併
し
其
れ
で
も
矢
張
り
備
ほ
不
八
山
平
が
起
る
。
其
庖
で
闘
の
異
う
た
部
分

J

て
、
其
事
業
を
同
時
に
行
う
所
由
諸
多
の
呑
貝
令
を
置

f

Gruntzel， a. Eheber宮， a. a. O. S. 237 289 Heckel， a. a. O. S. 240. 
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と
き
に
、
主
早
一
委
員
合
由
行
ふ
場
合
の
弊
害
は
避
け
ら
る
誌
が
、
今
度
は
諸
多
目
委
員
合
由
各
自
も
白
出
共
闘
有
白
原
則
に
よ
り
て
純
牧
量
破

知
を
行
ふ
と
と
「
な
る
を
菟
れ
な
い
と
い
び
、
ポ
l
リ
斗

i
は
、
査
版
唱
団
お
め
り
評
定
が
、
圏
内
白
異
っ
た
土
地
に
、
又
は
隣
接
地
に
で
も
同
-

人
に
よ
っ
て
同
時
に
勿
前
向
-
方
法
に
よ
リ
て
は
行
は
れ
な
い
と
潟

L
、
パ
，
ュ
ー
は
働
闘
白
土
地
蓋
脱
白
柑
呆
に
つ
い
て
、
間
内
田
各
地
に

τ

行
は
る
h

蓮
艇
作
唯
事
業
計
、
仰
心
令
圏
内

O
租
積
。
定
金
及
提

E
な
る
均
轄
の
土
壷
を
併
す
る
侶
め
に
也
要
な
る
均
一
を
現
は
さ
な
か
っ
た
と

河

川

r

ふ
て
居
る
。

ん
挺
ら
に
同
一
人
又
は
同
一
の
人
の
困
瞳
に
よ
り
て
行
は
る
、
諸
多
の
土
地
の
墓
幌
地
債
の
決
定
の
聞
に

h
、
其
決
定
の
時
の
異
る
潟
め
に
不
公
平
ご
な
る
の
可
能
が
あ
る
(
註
一
三
)
O

郎
も
所
詮
喜
一
恨
は
会
開
一
時
に
定
め

ら
る
、
こ

Z
は
出
家
今
、
多
少
時

ev異
に
し
て
行
は
る
、
ニ
吉
、
な
る
の
に
、
主
(
が
各
最
近
三
年
の
卒
均
牧
盆
に

よ
h
て
割
出
さ
る
、
=
寸
れ
ば
、
時
の
異
る
潟
め
に
愛
化
の
ゐ
っ
た
こ
己
に
因
h
て
(
註
一
一
ニ
)
不
↓
公
平
ご
な
る
Q

或

は
各
地
の
潟
め
に
一
定

ω同
一
な
る
三
年
平
均
牧
盆
が
取
ら
る
、

Z
し
で
も
、
此
評
定
に
つ
い
て
は
車
な
る
人
の

口
碑
z
h
r
統
計
記
録
と
hr
の
み
に
依
る
こ
ご
は
出
来
ゃ
、
賞
地
調
査
を
も
是
非
行
は
な
く
て
な
ら
ぬ
、
共
が
結
果

の
上
に
或
大
な
影
響
を
蔚
ら
す
o

然
る
に
比
震
地
調
査
だ
げ
は
到
底
各
地
同
時
正
い
ふ
こ
ご
が
出
来
十
、
随
ふ
て

甲
の
勉
め
に
は
比
戟
的
多
放
の
ご
き
が
選
ま
れ
・
乙
の
匁
め
仁
は
比
較
的
小
牧
の
ご
き
が
嘗
て
ら
れ
た

Z
す
る

言
、
此
に
避
〈
拘
へ
か
ら
守
に
不
公
卒
の
原
因
が
港
な
。
此
は
最
後
に
一
奥
‘
止
が
行
は
れ
て
訂
正
き
る
、
け
れ
け
ど
も
、

立
(
は
到
底
不
十
分
な
も
の
セ
る
を
免
れ

ρ
。

(
註
士
一
)
パス一一
7
1
プ
ル
は
、
蓋
帳
作
成
田
沈
め
の
調
査
が
杢
聞
に
完
成
す
る
の
に
は
長
き
時
を
喪
し
、
其
完
成
さ
る
ミ
時
に
於
て
、
最
初
に
唱

論

護

(
第
四
韓

四
九
三

七
) 

第
十
九
巻

地
租
心
不
会
平
可
筒

Parieu， L c B田 ullcll，1. c. P・338Fw. S. J45. 146. Kleinwa::>hter， 
p. 232. 

拙著、租稔研究、三巻、 241.

13) 

14) 



諦

設

へ
第
四
腕

入

四
九
四

地
租
白
不
公
平
可
能

第
十
九
巻

扱
は
れ
た
地
区
由
需
め
の
結
果
は
陳
腐
と
な
る
'
と
い
ひ
、
ベ
ラ
フ
エ
ル
ヂ
ス
も
、
蜜
艇
の
作
成
が
蜘
十
年
を
嬰

L
、
之
に
よ
っ
て
早
〈
簡
は
れ
た

も
の
は
陳
腐
に
た
り
、
新
〈

L
て
評
定
に
於
て
不
平
等
、
不
公
平
が
現
は
る
ミ
こ
と
に
な
る
と
い
り
、
ェ
ー
ベ
ル
ヒ
も
.
地
租
に
つ
い
て
窒
幌
作

成
事
業
白
長
き
期
間
を
要
す
る
こ
と
の
属
品
忙
、
平
竿
な
賦
課
は
望
室
れ
ず
と
怨
し
、

r

l
リ
守
『
ー
も
、
室
艇
は
凡
ベ
て
同
時
に
作
ら
る
L

こ
k

5
 

A

は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
ふ
て
居
る
。

(
監
-
一
=
)

は
夏
ら
に
夫
の
決
定
を
、
同
一
人
が
徐
hJ
に
大
な
怖
の
間
隔
な
し
に
行
ふ
ご
し
て
も
、
人
の
主
観
的
の
不
必

卒
か
ら
し
て
、
甲
乙
異
り
た
る
土
地
の
篤
め
に
不
公
平
ご
な
る
を
兎
れ
な
い
(
註
↑
凹
)
o
f
も
此
勤
は
賓
は
左
迄
大

前
出
註
七
塾
照
。

し
た
こ
ご
で
は
な
か
ら
う

L
、
此
方
法
に
て
新
か
る
不
公
平
の
存
す
る
に
け
で
は
、
宜
喧
帳
制
に
代
る
べ
き
逗
賞
制

で
b
膏
し
〈
生
hr
〕
得
る
こ
ご
で
あ
る
。
だ
か
ら
此
は
此
方
法
の
み
の
峡
結
で
は
な
い
が
、
併
し
兎
も
角
も
此
椅
の

柏
駅
黙
の
存
す
る
ピ
け
は
守
ふ
ぺ
か
E
4
y
で
あ
る
o

(
註
-
四
)

二
主
観
的
に
観
て

1
1右
は
客
観
的
に
見
て
豪
帳
地
債
の
不
必
卒
を
示
す
所
で
あ
る
が
、
凡
ペ
て
の
税
は
納
税
義

務
者
の
主
腕
か
ら
見
て
英
会
一
中
古
否

Z
A北
九
度
合
を
批
判
す
べ
き
も
の
で
あ
る
c

此
貼
か
ら
い
ふ
ご
、
地
租
特
に

z
l
ベ
ル
ヒ
は
、
土
地
の
評
定
に
間
遠
及
恋
意
な
き
を
待
自
と
詑
志
し
て
居
る
。

墓
帳
制
に
基
〈
普
通
の
地
租
が
物
税
で
あ
っ
て
、
人
税
で
な
〈
、
随
ふ
て
土
地
た
る
物
を
見
て
、
所
有
者
の
人
を

見
F
る
の
絹
微
を
有
も
(
註
一
豆
、
立
(
骨
川
め
左
の
如
き
色
々
の
不
都
合
不
公
卒
を
生
す
る
こ
吉
、
な
h
，
一
、
課
税
の
ぬ

正
の
根
本
原
則
に
も
反
す
る
こ

Z
、
な
る
(
註
一
六
)
O

401 Bastable， Public finance. 3 ed. p. 430. Bela Fδldes， a. a. O. S 
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パ
山
間
〈
収
量
積
に
つ
き

1
i
A
ツ
ケ
ル
口
、
牧
症
枕
白
諸
多
田
一
冊
関
白
一
見
困
は
共
客
観
性
に
あ
っ
て
、
牧
金
柏
原
則
は
租
税
主
曲
。
筒

人
的
根
済
的
給
付
能
力
に
遡
臨
す
る
を
得
白
主
将
し
、
エ

1

4
ル
ヒ
も
、
近
世
牧
金
松
田
多
〈
の
献
陪
は
、
唯
だ
此
に
て
計
需
せ
ら
る
、
‘
物
韓
課

税
叩
結
果
で
あ
り
、
人
的
能
力
及
経
済
主
曜
の
全
地
位
を
考
慮

L
な
い
と
と
白
結
果
で
あ
る
と
得

L
、
〈
ラ
フ
エ
ル
ヂ
λ

も
、
牧
徒
積
出
金
曹
人

椅
を
捕
捉
し
な
い
。
随
ふ
て
此
前
回
有
円
租
骨
力
に
劃
し
て
怯
胎
あ
る
闘
係
に
立
っ
と
矯

L
、
メ
ル
ツ
ア
ー
は
、
収
盆
酷
の
特
徴
は
、
人
出
納
輯

者
の
人
格
及
耳
一
般
的
地
位
を
離
れ
て
、
納
税
者
が
所
得
を
得
る
所
由
物
位
、
根
川
怖
に
困
者
す
る
こ
と
に
ゆ
串
り
と
い
ひ
、
コ
シ
ラ

1
V
も
取
盆
柏

て
仕
入
が
刺
殺
す
る
人
格
を
離
れ
て
専
ら
経
済
九
日
程
怖
さ
る
L

物
惜
を
捉
P
A

と
い
H
V

、
チ
y
シ
ア
E

卜
も
、
此
粉
は
多
ゆ
祖
語
非
世
と
租
税
主

岨

H
A
を
分
併
す
る
と
い
ふ
。
そ
し
て
ミ
ケ

1
ル
の
租
枯
改
革
理
由
書
白
巾
に
も
、
牧
需
枕
と
人
的
給
骨
悩
力
白
考
慮
と
は
、
相
群
生
活
白
今
日
の

成
川
市
に
て
は
正
に
結
合
せ
し
め
ざ
る
反
封
だ
k
い
ふ
て
居
る
。

何
い
特
に
地
租
に
つ
き

1
lへ
ツ
ケ
ル
は
、
此
に
て
は
経
済
生
活
の
特
段
な
る
圭
現
形
式
、
特
に
主
翻
的
影
響
e

主J

慮

L
、
又
は
指
毒
棋
利
主
位
の

箇
人
的
給
付
を
評
倒
ず
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ξ
鵠
L
、
ロ
ツ
ツ
も
、
此
に
て
は
納
棺
者
の
給
付
能
力
白
人
的
元
素
が
考
鹿
せ
ら
る
王
簡
は
ず
と
混

L
、
パ
ス
テ
ー
プ
ル
も
、
此
が
物
摘
に
屈
し
、
此
が
物
世
た
る
土
地
を
蕗
坦
し
、
持
主
白
地
位
に
注
意
を
捕
は
干
と
活

T
g

(睦

-
E
)

(
註
=
ハ
)

胃
シ
ラ

1
γ
は
、
本
車
輔
が
課
枕
せ
ら
る
、
と
と
は
出
来
た
い
o
n給
付
に
引
か
る
L

も
の
は
、
本
車
む
し
ろ
常
に
人
だ

h
ら
、
納
稀
者

に
封
す
る
大
平
佐
平
U
F

牧
栴
枕
に
精
伶
〈
。
そ
し
て
此
等
山
枕
は
課
抽
の
根
本
原
則
に
反
す
る
と
い
ふ
て
居
る

J
F

A
本
来
、
同
一
土
地
で
も
、
大
地
主
又
は
む
し
ろ
大
財
産
家
又
は
大
所
得
者
の
有
つ
物
の
一
部
古
し
て
の
其

己
、
小
地
主
小
財
産
家
又
は
小
所
得
者
の
も
つ
物
の
一
部
叉
は
其
唯
一
の
資
制
附
言
し
て
の
其
ご
で
は
給
付
能
力
が

異
り
、
随
ふ
て
累
進
課
税
及
最
小
活
資

ω兎
枕
で
を
竹
ひ
た
い
の
で
あ
る
が
、
地
租
、
特
に
童
帳
地
租
Z
し
て
は

之
を
行
ム
-
-
ご
は
出
来
ぬ
。
其
慮
に
不
公
平
が
生
じ
得
る
(
註
一
七
)
O

(
詰
-
宅
)

け
い
へ
ツ
ケ
ル
は
、
牧
盆
稔
は
元
来
、
最
小
泊
費
莞
税
、
累
進
拍
車
を
考
慮
を
ず
と
い
円
山
、
ベ
ラ
フ
エ
ル
デ
ス
も
、
収
盆
覗
が
畢
語
紙
牢

諭

叢

四
九
王

地
租
四
不
公
平
可
能

(
第
四
競

ゴL
) 

第
十
九
巷
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論

叢

(
第
四
時
糾

四
丸
山
八

第
十
九
巻

O 
) 

地
税
の
不
公
平
可
能

及
最
小
市
費
克
祇
の
A
H
H
的
迎
用
に
掛
合
を
興
「
ず
と
低
L
、
ロ
ツ
ツ
が
黒
記
措
論
者
も
、
此
原
則
を
平
均
的
に
可
能

t
る
牧
盆
の
課
措
に
は
正

)
 

協
に
適
用
す
る
能
は
ず
と
い
ふ
り
は
、

9
L週
吉
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
は
地
租
に
は
首
る
こ
と
で
あ
る
0
2
特
に
地
租
に
つ
き
.
グ
ラ
イ
シ
ウ

エ
ヒ
F
I
は
、
租
暗
黒
能
。
考
は
地
租
に
は
行
は
れ
な
い
。
土
地
所
令
が
大
い
か
小
い
か
も
此
に
無
闘
係
て
あ
り
、
軽
率
は
同
一
で
あ
る
と
い

研
、
グ
ル
ン
タ
エ
ル
は
、
人
的
事
情
へ
の
考
慮
.
例
之
、
所
得
粕
に
て
行
は
る
L

ゃ
う
h
u

累
謡
曲
γ

最
小
活
安
売
枕
は
地
租
に
は
不
可
能
だ
と
錦
し
、

ロ
ツ
ツ
は
、
円
以
小
括
責
完
柚
は
、
土
地
牧
盆
甜
て
は
蹴
る
不
完
全
な
補
繊
細
工
だ
と

L
て
居
る
叫

B
此
税
に
て
は
叉
、
義
務
者
の
負
債
又
は
其
他
の
人
的
事
情
の
考
慮
セ
潟
す
を
得
ぬ
。
立
(
庭
で
同
一
土
地
に
つ

い

τも
、
負
債
し
化
地
主
に
し
て
其
牧
盆
を
全
部
、
負
債
の
利
子
に
充

t
、
残
す
所
無
一
物
な
も
の
で
も
、
無
償

の
地
主
ご
同
一
の
税
を
負
ふ
一
』
ご
仁
な
る
の
不
都
合
を
生
守
る
(
註
一
八
)ο

北
(
他
の
人
的
事
情
も
亦
た
考
慮
さ
れ
な

い
(
註
一
九
)

0

(
註
-
八
)

エ
1
4
ル
ヒ
、
へ
ツ
ケ
ル
、
ワ
グ
ナ

1
、
ペ
ラ
フ
エ
ル
デ
ス
等
、
牧
益
積
の
負
債
無
考
慮
の
不
公
平
を
指
摘
し
、
コ
ン
ラ

l
r、
グ
ル

ン
ツ
エ
ル
、
シ
ェ
ア
レ

1
、
パ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
。
へ
一
ヲ
フ
エ
ル
グ
ス
等
、
地
純
白
其
を
指
摘
し
て
居
る
。
そ
し
て
特
に

Z
I
ペ
ル
ヒ
は
、
負
債
目
純

人
的
性
質
が
之
を
牧
益
税
特
に
地
利
叫
に
て
企
〈
考
慮
せ

L
め
ず
、
又
は
噌
だ
不
十
分
に
考
慮
せ
し
め
る
こ
と
に
導
〈
是
鵠

L
、
ロ
ツ
ツ
は
、
地
租

J
P

具
端
的
貿
際
的
に
得
ら
れ
た
地
代
を
出
資
制
と
し
な
い
で
、
擬
制
的
に
可
能
な
地
代
を
出
資
貼
と
す
る
か
ら
、
共
韓
的
白
負
債
の
考
慮
が
此
に

て
行

q
e
L
ζ
と
を
惇
ぬ
と
属
L
、
チ
ツ
シ
ア

I
ト
は
、
租
荷
主
位
及
特
輯
分
別
の
結
果
は
租
括
主
一
盟
申
貫
債
白
舗
考
慮
で
あ
る
。
随
ふ
て
負
債

し
た
る
組
枕
正
値
は
物
憾
の
全
牝
盆
だ
付
租
枯
を
抑
U
.
此
が
今
日
目
時
代
田
地
主
且
家
主
の
盆
み
噌
加
す
る
負
債
に
於
て
斡
覗
ナ
べ
か
ら
ざ
る

重
要
を
有
ち
、
負
債
し
た
る
土
地
所
有
と
無
植
の
と
申
問
に
新
し
き
不
平
等
の
原
因
と
な
る
と
い
ふ
て
居
る
d

ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
牧
益
和
に
て
小
併
劃
の
考
慮
、
貢
献
力
を
挟
め
る
異
常
な
る
事
情
の
考
慮
な
き
こ
去
を
注
意
ナ
叫

(
註
-
九
)

C
此
が
卒
均
的
牧
盆
を
土
査
正
す
る
所
か
ら
し
て
、
所
有
者
又
は
利
用
者
の
人
的
の
能
力
努
力
用
法
な
ど
に
よ

‘、

Heckel， a. a. O. S. 240--r. Bela FoJdes. a. a. Q. S. 355. Lotz，::t 
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り
て
生
A
Y
べ
き
各
地
片
の
政
盆
の
質
際
吉
一
致
し
な
い
こ
言
、
な
る
の
不
公
卒
を
生
A
Y
る
(
註
ニ
O
)
。
其
蕗
で
或
一

の
時
を
取
っ
て
鬼

τ常
に
人
ご
人
ご
の
聞
に
不
R

公
平
を
目
見
る
ニ
ご
に
な
る
が
、
特
に
方
今
の
如
〈
祉
曾
の
進
歩
後

蓬
著
し
〈
、
経
済
に
於
け
る
佃
性
愛
揮
の
著
し
〈
な
っ
た
ご
き
に
は
、
地
租
は
一
一
府
不
公
平
吉
な
る
を
免
れ
か
い

(
詰
二
一
)
0

(註ニ
O
)

ワ
グ
ナ
ー
は
、
自
作
農
者
の
地
租
に
於
け
る
融
制
は
、
租
枯
物
挫
と
主
観
と
を
原
則
的
に
分
解
す
る
柑
果
、
と

L
て
、
牧
盆
に
於
け
る
此

人
絡
由
影
響
を
保
融
ず
る
ζ

と
に
あ
り
と
仏

L
・
エ

1
〈
ル
ヒ
も
、
人
が
牧
益
。
高
さ
に
大
な
る
影
響
を
も
ワ
に
拘
ら

f
、
牧
盆
植
で
は
物
積
、

牧
盤
、
制
叫
・
も
の
ミ
牧
盆
能
力
白
犠
牲
か
ら
出
愛
?
と
活
し
、
パ
ー
デ
ン
白
揖
制
改
革
理
由
香
に
も
、
牧
盆
枕
が
租
椅
主
軸
・
と
物
慣
と
を
分
解
す
る

鵠
品
、
各
箇
白
主
簡
を
不
平
竿
に
課
税
す
。
何
と
な
れ
ば
此
が
各
人
由
人
格
及
此
岩
に
自
由
に
な
る
朋
の
紹
管
資
本
田
大
吉
が
純
益
の
成
形
白
上

に
及
ぼ
ナ
影
響
を
考
慮
し
な
い
か
ら
冒
と
あ
る
叫

(
註
一
二
)

ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
企
図
尽
生
活
が
中
等
の
限
界
を
超
ゆ
れ
ば
超
ゆ
る
ほ
ど
、
愈
ム
ペ
多
〈
収
症
拾
の
形
式
叫
目
新
し
き
使
命
を
果
た
ず
能
性

f

う4
 

る
こ
と
ふ
な
る
と
い
ふ
て
居
る
叫

第

段

時
の
経
過
す
』
共
に
生
ず
る
不
公
平
可
能

右
は
豪
帳
制
定
営
時
に
存
す
る
地
租
の
不
公
平
可
能
だ
が
、

禁
制
定
嘗
時
に
は
大
穂
其
が
公
卒

r
zし
て
も
、

業
後
の
時
の
経
過
4
共
に
不
公
平
正
な
る
ご
レ
ふ
-
}
ご
が
ゐ
h

リ
得
る
。
其
は
先
づ

一
挙
一
帳
地
債
税
率
共
に
不
動
の
場
合
1
i
に
ち
生
じ
得
る
。
一
方
.
土
地
の
事
情
は
時
Z
共
に
麗
化
す
る
り
れ
い
と

加

も
、
他
方
・
墓
帳
は
一
旦
定
め
た
以
上
之
を
滋
-
具
す
る
こ
古
難
〈
、
永
〈
不
麓
に
止
ま
均
(
註
二
三
・
そ
し
て
税
率

一一一一)

論

議

第
十
九
巷

(
第
四
貌

四
九
七

地
租
白
不
公
平
可
能

Scha剖e，a. a. O. Eheberg， a. a. O. S. 288 市Vagner，a. a. O. S. ，539 
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論

地
租
白
不
公
平
可
能

第
十
九
巻

一) 

四
九
A

(
第
四
抗

議

も
其
盛
正
せ
ら
れ

t
結
果
ご
し
て
新
し
い
事
情
に
つ
い
て
見
れ
ば
不
百
公
平
な
も
の
さ
な
る
(
註
ニ
三
)
。

(
註
ニ
ニ
)
共
永
(
不
留
に
止
ま
る
原
因
に
つ
き
、
シ
ェ
フ
レ

I
、
チ
ツ
シ
?
?
ト
位
、
其
の
士
費
用

E
、
コ
ン
ラ
ー
ド
は
、
大
た
る
費
用
及
厄
介

世
、
プ
レ

i
シ
は
、
之
が
大
費
用
と
長
時
間
と
を
事
げ
、
ヲ
グ
ナ
は
、
結
果
白
挺
は
し
膏
‘
も
の
な
る
こ
と
を
、
へ
ツ
ケ
ル
は
、
大
費
用
と
結
刷
用

加

白
疑
は
し
き
も
白
な
る
こ
と
を
、
そ
し
て
グ
ル
ン
ツ
エ
ル
は
、
長
時
間
と
大
費
用
と
結
呆
白
不
良
と
を
事
「
。

(
註
二
三
)

チ
ツ
シ
ア
ー
ト
は
.
其
周
に
質
際
壮
盆
と
謀
帳
牧
金
と
の
問
。
差
異
が
愈
々
冗
と
な
り
、
不
動
に
止
ま
る
牧
金
揖
が
愈
々
不
平
等
に
影

響
す
る
と
い
ひ
、
コ
ン
ラ

I
V
も
、
地
代
遺
幌
が
永
〈
不
麓
に
止
ま
れ
ば
止
ま
る
ほ
"
と
閣
情
事
情
に
於
け
る
大
な
推
棋
が
愈
々
多
〈
現
は
れ
、
之

に
依
っ
て
腿
課
事
業
が
愈
々
不
精
特
と
な
る
と
い
り
、
フ
イ
ス
ナ
ン
グ
位
、
各
閣
に
於
け
る
各
筒
町
一
土
地
所
有
白
賀
際
負
擦
が
最
大
白
相
違
を
示

L
、抽出、

b
tは
純
牧
輩
。
百
分
一
乃
至
首
分
六
と
な
り
往
々
に
し
て
一
回
世
大
に
動
揺
す
る
ζ

之
は
、
一
に
は
地
租
の
課
桔
様
車
白
誰
々
陳
腐
と
な

る
の
結
果
で
あ
る
と
い
品
開

A
不
一
公
平
の
表
現
様
式

い
地
方
さ
地
方
ご
の
問
仁
不
日
公
卒
芯
な
る
。
却
も
一
般
文
化
の
畿
蓬
並
に
富
の
増
進
、
及
特
に
交
通
費
遠
の

各
地
方
に
及
ぽ
す
影
響
が
地
方
に
依
h
て
異
る
が
勉
め
に
、
或
地
方
は
或
時
の
経
過
の
後
に
大
じ
後
蓮
す
る
こ
ご

、
な
ら
、
他
の
地
方
は
少
し
〈
後
達
し
、
一
見
ら
に
他
の
も
の
は
却
つ

τ返
却
す
る
こ
Z
が
あ
っ
て
、
或
地
方
は
課

枕
標
準
及
税
率
の
不
動
の
柏
崎
め
に
一
一
暦
有
利
さ
な

h
、
併
し
他
の
地
方
は
却
っ
て
不
利
吉
な
っ
て
不
会
卒
Z
な

る。
ろ
土
地
の
種
類
の
異
る
に
よ

b
τ
も
他
の
不
必
卒
可
能
が
生
予
Z
o
例
之
、
同
一
地
方
ご
し
て
も
、
宅
地
ご

Gruncl-
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回
畑
さ
で
は
其
地
方
の
脇
田
達
の
影
響
を
受
〈
る
度
合
が
異
h
、
此
に
も
不
公
平
が
生
じ
得
る
。

は
夏
に
同
一
地
方
の
同
一
樟
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
交
通
鍵
化
の
工
合
、
地
放
漫
化
の
工
合
、
士
地
利
用
方

法
の
緩
化
の
工
A
口
が
地
片
に
よ
り
異
h
、
夫
の
枕
が
不
ゐ
卒
苧
な
り
得
る
(
詰
二
四
)
O

前

1
り
ユ
ー
は
、
或
時
に
於
て
同
一
地
方
内
で
も
搭
艇
が
不
精
確
と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
叫
分
担
且
詳
慣
が
陳
腐
と
な
り
、
各
月
の
耕

お

作
目
錘
化
、
償
値
O
漣
化
、
地
勢
。
鑓
化
に
も
泊
せ

T
る
こ
と
L

な
る
か
ら
と
い
ふ
て
同
る
。

(
陸
ニ
四
)

B
不
会
一
中
の
原
因
乏
し
て
は

い
一
般
的
の
原
因

1
iが
あ
り
、
特
殊
原
因
が
あ
る
。

逮
な

H

止
の
如
〈
一
般
土
地
に
影
響
を
及
ほ
し
得
る
原
因
で
あ
る
(
註
二
五
百

一
般
的
Z
は
、
岡
の
セ
化
経
済
の
愛
注
、
交
通
の
後

(
註
二
五
)

ヲ
グ
ナ

1
位
、
土
地
の
謀
柑
す
べ
き
農
業
的
純
収
症
は
、
諸
多
の
影
響
す
る
原
崎
白
不
断
の
鑓
化
の
詩
的
に
時
に
よ
り
て
刷
る
抽
出
化
す

る
も
り
で
あ
り
司
其
は
闇
応
終
偵
の
高
き
琵
語
に
於
て
愈
々
大
な
る
皮
に
於
て
明
は
る
と
認
し
、
ヘ

y
ケ
ル
も
、
地
利
山
高
版
作
成
が
、
初
品
に

は
先
づ
軍
常
で
あ
ワ
て
、
此
が
同
一
に
止
ま
る
農
業
技
術
及
問
唱
な
純
持
方
法
に
は
油
肱
す
る
が
、
推
移
げ
山
地
J

蜘
年
内
に
遮
〈
べ
か
ら
ず
に
生

じ
、
形
式
上
白
標
準
が
往
々
寅
質
的
租
舵
能
力
に
遺
か
る
一
ご
と
斗
な
る
と
お
し
、
バ
リ
ュ
ー
弘
、
英
同
心
地
租
に
つ
当
¥
此
が
閣
官
の
務
化
の
符

つ

め
に
阜
じ
た
る
不
公
平
白
符
め
に
攻
撃
せ
ら
る
L

こ
と
L

な
っ
た
と
い
ふ
て
居
る
σ

ろ
特
殊
的
原
因
1
i
ご
い
ふ
の
は
多
少
康
〈
に
も
豆
る
が
、
兎
も
角
特
定
の
土
地
を
或
時
に
襲
ム
所
の
も
の

で
あ
る
。
此
に
碕
々
あ
っ
て
、

1
技
術
上
の
新
現
象
、
即
ち
新
作
物
の
俊
見
、
新
耕
作
法
の
殺
達
、
新
工
産
物
の
一
後
明
な
Y
」
が
土
地
牧
盆

論

議

地
租
O
不
公
平
可
能

(
第
四
貌

) 

第
十
九
巻

四
九
九

Parieu， 1. c HeckeL <l. ;1.. Q. S. 26行 7
Beaulieu， 1. c. p. 338 

Wagn町. a. a. O. S. 537 

p， '78 
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諭

議

(
俸
四
競

E
C
C
 

地
租
の
不
公
平
可
能

第
十
九
巻

四
) 

に
時
世
化
を
生
中
る
こ
己
が
あ
る
。
例
之

人
造
藍
が
竣
明
ぜ
ら
れ

t
天
然
監
の
畑
が
痕
低
を
落
し
、
甜
菜
な
ど
が

作
ら
る
、
-
』
ご
、
な
っ

t
、
之
に
越
す
る
土
地
が
其
一
煩
伎
を
高
め
る
が
如
き
は
著
し
き
も
の
で
ゐ
る
(
匙
一
六
)
O

ム

1
4
ル
ヒ
は
、
選
帳
に
依
る
牧
益
課
粧
が
技
惜
の
鐙
化
す
る
事
情
に
み
比
(
遣
随
す
る
能
は
ず
又
は
誼
随
す
る
こ
と
困
難
な
り
と
話

(
註
ニ
大
)

し
、
バ
ス
テ

1
プ
ル
は
、
耕
作
。
呉
り
た
る
方
法
白
採
用
が
古
き
結
果
号
鐙
更
す
ベ

L
と
い
ひ
、
ポ
ー
リ
ュ
ー
は
、
農
工
業
の
削
る
猿
註
し
た
圃

で
は
、
土
地
内
純
牧
盆
、
随
F
A

て
共
貰
慣
が
底
々
魁
化
を
基
く
る
こ
と
L

な
る
。
新
し
き
耕
作
、
市
荷
、
開
菜
、
紅
蔓
の
耕
作
が
屡
々
或
地
方
に

開

於
け
る
土
地
収
拾
を
倍
と
し
、
阿
倍
と
し
、
十
倍
、
と
す
る
こ
と
を
得
主
い
ふ
て
屑
る
e
前
前
出
註
七
、
中
山

l
リ
ユ

1
参
開
。

2
新
交
通
路
の
務
蓬
が
或
土
地

ω
慣
伯
宇
高
時
、
他
の
土
地
の
慣
値
を
落
す
ヨ
】
ご
に
な
る
(
註
二
七
)
O

例
之
、

繊
道
の
愛
達
に
よ
り
此
現
象
の
起
る
こ
ご
は
屡
々
散
見
す
る
所
に
が
、
術
ほ
海
外
ご
の
交
通
の
俊
迭
の
潟
め
に
、

外
闘
よ
句
廉
債
な
る
農
産
物
の
盛
に
流
入
す
る
こ
正
、
な
り

τ、
輸
入
闘
の
農
耕
地
が
腐
偵
を
落
す
こ
ご
も
人
の

既
に
注
意
し
た
所
で
ゐ
る
τ

圭
し
て
其
閣
に

τ輸
入
口
聞
に
閲
す
る
物
を
作
る
土
地
ご
然
ら
引
き
る
土
地
ご
の
閉
じ
不

会
手
を
生
や
る
こ
ご
に
な
る
ρ

(
睦
ニ
七
)

H

ス一
7
1
プ
ル
は
、
交
沼
山
新
し
き
般
の
閃
担
が
人
三
〈
古
舎
新
m取
を
鐙
挺
す
る
ず
あ
ら
う
と
い
映
、
エ

1
4
ル
ヒ
也
、
例
之
、
穀
物
虫

丸

産
に
於
け
る
外
閣
の
大
競
宇
白
加
さ
が
土
地
枕
徒
を
陸
誼
す
る
事
情
肝
生
ピ
得
と
い

'
t
n

3
年
の
盟
問
共
他
天
災
地
稜
に
よ
り
て
も
土
地
の
牧
谷
又
は
岡
山
仮
に
影
響
を
生
十
品
。
特
に
凶
作
の
場
合

の
如
き
冒
土
地
を
自
答
L
た
場
合
は
勿
論
、
小
作
に
附
し
た
場
合
に
も
地
主
ご
し
て
牧
盆
を
率
ヤ
る
よ
ピ
が
難

ぃ
。
叉
は
卒
年
よ
り
は
減
少
し
た
も
の
し
か
得
ら
れ
な
い
I
C

然
る
に
我
凶
の
地
租
の
如
き
、
荒
地
又
は
牧
穫
皆
無

Eheberg. a.， a. Q. S. 289. Bastable， 1. c. p. 430. Be出 llieu，I.'c. p. 313 

Bastable， 1. c. p. 430. Eheberg， a. a. O. S. 243 
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地
ご
い
ふ
，
」
ご
に
な
ら
ぬ
以
上
は
、
軍
に
年

ω豊
凶
に
よ
り
で
は
税
を
増
減
せ
A
Y
ご
い
ふ
司
』
さ
を
原
郎
ご
す
る
も

の
に
於
て
は
殆
ん
ど
鉱
山
牧
盆
又
は
小
牧
盆
の
場
合
に
も
納
税
し
な
〈
て
な
ら
す
、
此
等
の
土
地
ご
他
の
幸
に
し
て

此
災
を
品
目
れ
た
土
地
ご
の
聞
に
不
公
卒
ご
な
る
(
註
二
三
。

(
註
ニ
八
)

前
出
融
七
、
官

1
リ
ユ

1
、
グ
ル
シ
ツ
エ
ル
参
問
。

4
同
四
格
の
推
移
が
あ
b
、
而
も
並
(
が
作
物
の
問
問
類
「
い
よ
り
異
る
潟
め
に
も
不
公
一
与
を
生
宇
る
こ
ご
に
な

る
o

例
之
、
各
土
地
の
牧
穫
量
又
は
小
作
料
ご
し
て
納
め
ら
れ
た
る
貨
物
量
は
不
時
批
正
し
て
も
、
各
同
時
り
た
る
作

物
に
よ
り
て
腐
格
の
愛
化
が
異
り
、
或
物
は
大
に
騰
貴

L
、
他
の
物
は
少
し
く
騰
貴
し
、
真
に
他
の
物
は
下
落

L

又
は
不
動
だ
ご
す
る
ご
き
仁
、
此
聞
に
不
公
卒
を
生
性
、
き
る
を
符
必
(
司
二
九
)
0

況
や
債
格
の
外
に
、
年

ω豊
凶
等

の
潟
め
に
牛
一
じ
た
る
牧
穫
量
又
は
小
作
料
の
質
物
量
の
銭
化
あ
る
に
於
工
愈
々
大
な
不
公
平
を
生
十
る
一
』
吉
、
な

-9
得
る
。

( 

註
居-

1担〉五

エ

1
4
ル
ヒ
は
、
長
岐
に
依
る
枇
貸
課
税
が
慣
格
成
形
の
強
化
す
る
事
情
に
込
隠
す
る
能
は
ず
又
は
担
随
す
る
と
ふ
」
困
酬
だ
と
い
ふ
て

5
土
地
の
貸
主
ご
借
手
ご
の
間

ω害
、
特
に
小
作
守
議
が
重
大
な
る
不
自
位
平
原
因
に
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
従

来
殆
ん
ど
閑
却
さ
れ
た
け
れ
H

と
も
、
賞
際
近
頃
は
軽
視
す
べ
か
ら

F
る
事
項
ご
な
っ
た
。
法
律
は
天
災
地
盤
に
つ

い
て
は
色
々
寛
大
な
規
定
を

L
τ
居
る
に
も
拘

ι今
、
此
耽
曾
獲
の
縛
め
に
地
主
り
百

L
む
の
を
等
閑
に
附
し
て

諭

議

地
和
の
不
公
平
可
能

第
十
九
巻

(
第
四
披

五
) 

五
C

Fheberg， a. a. .0. S. 289 "") 



諭

(
第
四
務

五
O 

プミ
) 

護

地
租
の
不
公
平
可
能

第
十
九
春

居
る
の
は
片
手
落
で
ゐ
る
o

期
〈
て
或
地
主
は
或
年
又
は
或
稲
永
き
年
に
一
旦
っ
て
借
手
を
見
出
す
を
得
す
、
自
分

Z
し
て
も
之
を
利
用
L
能
は
ゴ
る
事
情
に
あ
る
が
篤
め
に
、
無
牧
盆
な
る
に
拘
ら
十
之
に
劃
し
て
、
例
年
の
税
を

納
め
る
さ
い
ふ
の
は
、
他
の
相
嘗
の
借
手
を
有
L
又
は
自
ら
耕
し
ア
牧
盆
を
泉
げ
て
居
る
人
に
比
し
て
不
『
公
平

t

い
ふ
こ
正
に
な
る
。
勿
論
地
主
に
於
て
自
ら
利
用
[
得
る
に
拘
ら
十
利
用
せ
古
る
場
合
な
れ
ば
恕
す
る
に
も
及
ば

m
H

が
、
自
己
の
力
に
て
如
何
ご
も
出
来

5
る
原
因
の
潟
め
に
利
用

L
待
ざ
4
場
合
に
、
而
か
も
借
手
を
見
出
し
得

ぬ
ご
い
ふ
が
如
き
は
恕
す
ぺ
き
こ
主
で
あ
る
o

或
は
小
作
争
議
の
や
か
ま
し
き
慮
に
な
る
ご
、
現
に
小
作
人
に
小

作
に
附
し
居
る
に
拘
ら
す
、
小
作
人
が
一
向
に
小
作
料
を
持
っ
て
求
ぬ
ご
い
ふ
が
ゐ
り
、
主
(
鰭
め
地
主
が
無
牧
盆

で
あ
る
に
拘
ら
す
、
地
租
を
納
め
な
く
て
な
ら
瓜
ご
い
ム
に
至
つ
て
は
気
の
毒
で
あ
り
、
有
牧
盆
の
地
主
ご
比
し

て
一
大
不
n
公
平
で
あ
る
o

更
に
或
は
小
作
守
議
の
結
果
、
小
作
料
を
前
よ
ー
り
も
低
下
せ

F
る
を
得
な
く
な
っ
た
場

合
の
如
き
に
も
、
主
(
牧
盆
低
下
に
拘
ら
宇
車
内
古
都
の
税
ケ
納
め
る
の
は
間
々
甚
に
し
き
苦
痛
で
あ
り
、
斯
か
る
低
下

に
過
は
ざ
る
者
正
の
聞
に
不
公
卒
を
生
守
る
。

ニ
轟
一
帳
地
慣
種
兎
の
場
合
l
|
|
此
帯
帳
に
依
る
地
砲
が
所
謂
、
稲
葉
旧
制
岬
現
象
を
生
す

ι
ご
し
て
、
共
生
じ
た
に

け
で
は
、
業
後
に
生
じ
た
地
慣
修
正
が
其

ω鶏
め
に
、
土
地
所
有
者
の
財
産
合
成
は
増
加
し
、
或
は
浸
牧
す
る
こ

正
、
な
り
て
一
の
不
公
平
を
生
守
る
(
註
一
ニ
O
)
。

(
設
Z
O
)

チ
ツ
シ
ア
ー
ト
は
、
佐
盆
税
措
系
(
地
租
、
家
民
税
u
品
、
品
目
業
地
に
資
本
利
子
粧
の
一
部
)
に
於
け
る
物
税
て
ほ
、
聴
が
物
上
負
拾
と
な

拙i著、租税研究、五巻、 90以下、 18z.33) 



る
閣
を
有
す
。
斯
〈
て
諜
柑
概
準
X
は
祉
事
に
於
け
る
各
自
野
川
県
が
、
交
曲
、
買
却
撃
に
於
て
物
位
白
資
本
伺
値
に
影
響
し
、
枕
の
引
下
が
所
有

者
へ
の
附
典
を
意
時

L
、
枯
の
引
上
が
所
有
者
よ
り
倒
値
目
一
部
を
波
牧
ず
る
こ
と
L

な
る
と
い
λ
。

)
 

三
税
率
引
上
の
場
合
|
|
其
は
貫
際
増
牧
の
必
要
か
ら
し
て
間
々
生
じ
得
る
所
だ
が
、
其
結
果
正
し
℃
は
此
迄
の

課
税
が
上
来
い
ふ
如
く
に
し
て
不
公
平
な
る
も
山
で
ゐ
り
叉
不
一
公
平
な
も
の
ご
な
っ
て
居
る
-
}
子
炉
二
免
れ
や
ご
し

て
、
此
税
率
引
上
に
よ
り
て
は
右
の
不
公
卒
を
増
長
寸
る
こ
ぜ
に
な
る

L
(註
三
一
)
、
又
此
税
に
於
て
少
〈
ご
も
一

部
、
租
枕
消
却
の
行
は
れ
イ
-
居
る

t
m制
定
上
て
、
此
に
一
率
の
税
率
引
ト
し
を
行
ふ
さ
き
に
、
立
一
消
却
の
行
は
れ
て

腐
る
も
の
芭
其
行
は
れ
居
ら
ゴ
る
も
の
ご
の
問
に
新
し
い
不
日
公
平
を
生
宇
る
ご
い
ふ
-
』
ご
も
あ
る
(
詰
一
ニ
ニ
)
0

(
註
=
ニ
)

エ

1
4
ル
ヒ
、
ヘ
ツ
ケ
ル
、
り
グ
ナ

l
等
、
牧
金
枕

r
於

η
る
此
献
耐
を
柱
煎

L
、
特
に
へ
ツ
ケ
ル
は
、
地
机
に
於
け
る
枕
部
内
鐙
更

が
課
税
白
羽
存
不
公
平
を
一
居
棺
長
す
る
こ
と
を
詑
〈
。
向
パ

1
」
ア
シ
の
租
枕
改
革
閉
山
北
門
中
に
も
此
貼
を
指
摘
す
叫

(
位
三
ニ
)
ベ
ラ

7

ヱ
ル
デ
ヌ
は

前
盆
祉
に
於
け
る
枇
卒
mu
引
上
位
常
に
岡
難
な
る
事
業
て
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
租
枕
寅
拾
が
逝
還
元
に
上
ゆ
て

既
に
前
却
さ
れ
た
か
柑
か
に
依
り
、
和
率
引
上
が
典
り
た
る
組
曲
主
儲
か
ら
異
り
た
る
度
年
て
感
ぜ

ιる
i
A

か
ら
と
い
mv
、
ワ
グ
ナ
ー
も
、
牧
金

税
に
於
け
る
枕
弔
山
館
山
川
見
は

此
柏
山
一
和
粉
物
値
の
倒
値
へ
の
物
土
負
格
的
問
抑
制
世
の
符
め
に
、
必
然
危
険
な
る
結
果
を
件
ふ
£
儒

L
.
ロ

ヴ

y
は、

岡
家
的
牧
描
品
開
制
度
山
行
は
る
込
蕗
に
は
砲
雑
な
る
仲
鯨
現
象
(
U
M
7

に
若
干
の
場
合
に
は
租
税
前
却
を
も
算
入
す
べ
き
)
世
生
ず
る
。
そ

L
て
斡
牢

の
各
の
鎚
更
に
捨
て
輔
線
職
却
す
が
新
た
に
相
ま
り
、
新

L
き
鶴
申
告
を
生
ず
と
い
ふ
叫

前

業

地
租
の
不
卦
平
可
能

第
十
丸
巷

(
第
四
挟

壬;
) 

五
O
三
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官官

議

第
十
九
巻

(
第
四
焼

八
) 

五
O
四

地
租
白
平
時
平
可
能

第
三
段

他
税
ご
の
聞
係
上
に
生
ず
る
不
公
平
可
能

蚤
帳
地
租

U
以
上
の
外
、
他
校
ご
の
関
係
上
に
も
不
公
平
可
能
を
有
っ
。
先
づ

一
共
に
附
加
せ
ら
る
べ
き
附
加
殺
の
矯
め
に
、
只
さ
へ
主
(
自
ら
の
有
つ
所
の
不
公
卒
を
増
長
せ
ら
る
、
こ
芭
に
な

る
市
詑
三
一
)
O

特
に
我
邦
の
地
租
の
如
く
本
校
よ
h
も
附
加
税
の
方
が
重
J

t
い
ふ
に
於
て
、
其
弊
は

屠
烈
し

し、。

ェ
l
ベ
ル
ヒ
は
、
他
白
統
治
問
慨
が
閥
枕
の
佑
に
課
す
る
こ
と
を
例
と
す
る
所
内
附
加
枕
が
多
〈
は
現
存
制
度
の
不
平
撃
を
著

L
〈
し

た
と
い
ひ
、
市
I
リ
ー
ー
も
、
聞
が
地
租
白
木
拾
を
高
め
る
と
ん
」
を
止
め
た
昨
で
も
、
担
一
宍
際
の
不
公
平
抗
日
々
増
長
す
る
こ
止
を
止
出
な
い
。

(
註
三
三
)

何
と
な
れ
ば
地

H
同
世
に
よ

P
て
中
止
め
ら
れ
た
る
奇
白
新
し
き
附
加
枕
が
い
出
所
有
者
に
取
り
て
は
同
一
地
方
自
隣
人
の
負
ふ
主
り
忠
倍
の
犠
牲
を

掲

示
す
か
ら
と
い
ふ
。

二
他
の
牧
盆
税
ご
の
関
係
上
、
却
も
各
市
川
牧
盆
殺
の
八
課
税
関
準
決
定
の
時
の
異
る
矯
め
に
、
詳

L
く
い
へ
ば
地

租
は
古
き
時
の
義
帳
し
よ
り
て
計
算
さ
れ
だ
る
諜
枚
脱
準
じ
よ
る
の
に
、
家
屋
枕
や
岡
山
い
業
殺
や
資
本
利
子
税
日
本
ど

二戸
L
み
」
民
、

l
e
t
 
む
し
ろ
共
時
々
の
新
し
い
標
準
に
よ
り
て
謀
せ
ら
れ
、
様
準
の
異
る
が
潟
め
に
各
枕
聞
の
均
衡
を
得
る

こ
ご
の
難
い
ご
い
ふ
こ
さ
が
あ
り
(
き
一
凹
)
、

B
課
税
物
件
ご
し
て
も
課
税
標
準
Z
し

τも
土
地
は
捕
捉
し
易
き
の

放
に
必
中
課
税
せ
ら
れ
て
漏
ら
さ
れ
な
い
の
に
、
他
の
牧
A

品
物
岨
師
、
持
に
動
産
的
一
苅
奈
の
如
き
は
捕
従
雛
で
あ

A

ツ
、
潟
め
に
間
々
初
め
よ
り
之
に
認
せ
ら
れ
争
、
又
は
品
目
規
上
謀
せ
ら
れ
て
も
事
質
上
蓮
脱
す
る
こ
ご
の
多
き
こ

342 Bcaulieu， l. c. P 
相l著、組問研究、三容 265
Eheherg，乱乱 O.S. 2CJI 
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芝

、

な

h
、

此

に

叉

不

R
公
平
可
能
が
存
す
る
(
註
三
五

)
O
C
其

他

一

般

に

地

租

ご

他

ω牧
盆

税

ご

の

間

に

均

衡

あ

る

仕

組

を

作

品

-

』

ご

の

困

雌

な

る

も

の

ゐ

る

が

潟

め

に

も

不

公

平

可

簡

を

見

Z
(説
一
一
心
ハ
)
。

(
註
三
回
)

フ
イ
ス
テ
ン
グ
は
、
現
存
松
益
和
市
式
の
主
た
る
舵
鮎
は
、
謀
和
白
平
等
を
叫
「
る
所
の
比
ハ
標
準
円
相
進
に
あ
り
と
沼
し
、
ワ
グ
ナ
1

も
、
牧
益
枕
に
酔
て
異
り
た
る
揖
の
牧
盆
確
知
と
、
同
一
一
粧
の
牧
金
時
如
1
p
一
は
挫
〈
て
か
ら
ヂ
に
舟
〈
不
同
な
る
例
怖
を
有
っ
。
そ

L
て
此
二
の

場
合
に
確
知
せ
ら
れ
且
ワ
酷
措
山
県
礎
と
し
て
用
立
つ
所
の
大
さ
は
、
事
山
ゲ
ソ
往
々
に
し
て
高
き
皮
に
て
不
同
な
も
の

J

ア
に
あ
る
。
然
る
に
牧
証
祇
に

て
は
此
年
が
同
等
の
大
さ
と
し
で
見
ら
る
?
と
い
ふ
叩

へ
註
=
一
五
)

租
枕
物
慨
が
似
る
呉
り
た
る
捕
拠
能
を
有
つ
こ
と
に
於
て
、
収
益
間
に
京
大
な
る
不
平
年
が
存
す
と
均
し
、
ワ
グ
テ

ェ
ー
ベ
ル
ヒ
は

ー
は
牧
盆
枯
は
版
。
呉
り
た
る
認
識
及
捕
捉
描
の
頗
る
不
同
な
る
元
素
か
ら
成
る
。
此
が
負
掲
の
大
な
る
不
斗
等
を
資
ら
し
、
結
果
は
多
{
は

不
動
産
が
抽
重
負
踏
と
な
り
、
動
産
が
挽
睦
出
世
と
な
る
と
泊
し
、
ナ
ツ
シ
ア
!
↑
も
、
牧
益
措
般
品
位
蹴
る
其
り
た
る
捕
捉
可
能
の
限
る
不
同

な
る
冗
葉
山
上
に
設
け
ら
る
L

O

究
開
、
一
同
町
容
易
に
捕
捉
さ
る
込
山
収
指
印
ち
不
動
産
の
共
が
動
庄
の
先
に
封
L
て
唖
重
仇
搭
と
な
る
と
い
ふ
。

一
方
的
影
響
及
柄
拘
を
逃
る
。
へ
き
噛
日
本
幅
遠
心
危
険
あ
り
と
い
ふ
て
居
る
。

向
ほ
コ

γ
ラ
ー
ド
は
惜
も
、
噛
町
本
利
子
抽
刊
に
昨
て
、

(
註
=
一
六

エ

1
4
ル
ヒ
は
牧
柱
粧
の
舵
闘
は
、
其
各
悩
の
部
分
内
川
町
民
山
均
衡
を
生
ず
る
龍
は

T
る
乙
と
に
あ
り
と
活
し
、
ィ
ラ
フ
L

ル
デ

ヌ
も
牧
盆
は
は
共
#
簡
の
租
耽
稀
親
心
閣
に
、
内
情
あ
る
諜
枕
の
原
則
が
暗
ん

F
貫
一
打
さ
れ
ず
と
い
ふ
昧
貼
を
一
ポ
ナ
ル
一
泊

L
、

へ
ア
ケ
ル
は
、
牧

桂
耽
山
中
に
づ
き
、
地
利
引
家
日
町
拍
品
刊
業
桔
は
吻
枕
だ
が
、
有
事
利
子
桔
と
努
働
牧
盆
舵
と
は
文
本
質
に
依
れ
ば
特
別
所
得
抽
で
あ
っ
て
、
随
っ
て

主
神
科
人
拾
で
あ
る
。
比
の
如
き
も
?
と

L
c
、
非
翻
仲
の
み
T

組
織
に
は
児
種
目
も
の
で
あ
る
o
斯
〈

L
て
牧
盆
枕
の
各
種
山
も
の
h

問
に
、
平

等
な
る
負
措
日
目
存
せ
ず
と
い
び
、
ミ
ケ

i
L
N
山
租
聴
改
革
趣
意
革
問
中
に
も
、
牧
盆
拾
が
共
任
務
を
斑
た
す
べ
き
と
き
に
は
、
此
が
少
〈
と
も
資
産

所
得
を
一
却
す
財
泌
、
即
ち
土
地
、
家
州
、
侍
業
及
貨
持
者
本
を
完
全
に
統
一
的
に
均
酎
あ
る
平
等
に
て
其
大
な
る
租
時
給
制
能
力
に
相
官
官
る
皮

論

3霞

五
九
五

第
十
九
容

(
第
四
時
肌

九
) 

地
利
回
不
公
平
可
能

a Tischert， a 

Fuisting， a. a. O. S; 356. Wagner， a. a:. O. S. 538. 
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抽

議

第
十
九
巻

(
第
四
腕

五
O
大

四

O
)

地
租
の
不
公
平
可
能

に
で
謀
稔
し
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
。
例
L
批
凶
大
な
る
型
礎
に
で
計
ι
賞
さ
れ
た
る
改
革
に
土
り
て
も
、
肱
盆
枕
に
て
は
、
買
際
公
平
な
る
且
ワ
平
等

コ

唯
だ
制
限
せ
ら
れ
た
る
度
に
て
の
み
達
せ
し
め
ら
る

L
K
い
ふ
て
居
る
。

な
る
財
産
所
得
り
軍
棋
を
生
ず
る
こ
止
の
目
的
が

最古

宅乙込

肩岡

以
上
要
之
、
園
の
地
租
は
白
ら
豪
帳
地
償
制
に
依
る
こ
ご
、
な
っ
て
、
主
の
銭
的
主
(
制
定
の
初
よ
り
不
日
公
平
で

あ
り
、
立
(
後
の
時
の
経
過
に
よ
り

τ
一
層
の
不
公
平
可
能
が
生
じ
、
他
校
ど
の
開
係
上
も
、
初
め
よ
り
又
は
次
第

に
不
必
卒

J

己
な
り
得
る
o

斯
〈
考
ふ
る
吉
、
さ
仁
此
税
は
蓄
時
代
の
康
雄
の
如
、
き
戚
な
え
能
は
A
V
で
あ
る
o

之
を
改

む
る
の
途
は
之
を
地
方
税
に
移
し
て
時
々
の
牧
盆
又
は
腐
格
に
よ
り
て
課
す
る
こ
さ
、
し
叉
は
之
を
図
の
財
産
税

の
中
に
包
容
化
成
す
る
こ
正
、
す
べ
き
で
あ
る
。
其
等
も
岡
よ
り
完
全
ご
は
い
は
ぬ
が
、
現
行
り
も
の
よ
り
は
よ

り
多
〈
径
一
坐
に
通
う
o

清
夫
れ
現
制
を
維
持
す
る
三
す
れ
ば
、
特
に
天
災
地
盤
に
依
る
宕
恕
の
外
仁
、
一
肱
令
上
の

事
的
盟
例
之
、
小
作
守
議
の
結
巣
な
ど
に
よ
ち
て
も
牧
盆
に
大
減
少
を
生
じ
た
場
合
(
例
之
、
其
年
の
牧
盆
が
地
租

額
に
遼
せ
TL
る
場
合
)

に
於
け
る
宥
恕
の
規
定
を
も
設
〈
る
・
}
ご
が
時
需
に
合
す
る
所
以
一
で
あ
h
，、

ぞ
し
て
最
逗

の
我
国
修
業
枕
改
正
ご
も
調
和
す
る
所
以
で
め
る
。

Hec1al， a. a O. S. 356 Eheberg. a. a. O. S. 290. Bela Foldes， a. a 
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